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後、2018 年国家レジリエンス研究推進センター長。2020 年 7
月より現職。X バンド MPレーダの開発導入、国土交通省に技術
移転した降雨強度推定手法等の開発、極端気象の観測・予測研 


























































　S I P 第 1 期 で 開 発 し た S I P 4 D
（Shared Information Platform for 
Disaster Management）は、2019年 
度から本格運用されている内閣府と 
防災科研を構成員とした災害時情報 
集約支援チーム（ISUT：Information 
Support Team）によって、基盤的
防災情報流通ネットワークとして政
府や都道府県の現地災害対策本部等、
災害対応の現場で継続的に活用され
ています。
　テーマⅤの線状降水帯対策におい
ては、九州の9市町村に線状降水帯
に関する情報提供を行う実証実験を
行っています。また、テーマⅦの市
町村災害対応統合システム開発の中
で、異なるタイプの7つの市町村と
連携し、防災科研は避難判断誘導支
援システムの学習モードを開発し、
イノベーション共創本部がめざすもの
図　SIP第2期課題 「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」の7テーマの関係図
